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日本語タイトル  
心血管疾患患者の身体的および心理的機能は、日本の COVID-19 パン

デミックによる緊急事態宣言の間に低下する 
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要約  

・ COVID-19 パンデミックによる緊急事態宣言前後に心血管疾患患者

の身体的および心理的機能が比較検討された。 

・ 緊急事態宣言の前後（2020 年1 月15 日～3 月17 日と 2020 年7 月

1 日）で、身体的機能（Life-Space Assessment: LSA) と心理的機能（日

本語版Five-level EuroQoL Five-dimensional questionnaire: EQ-5D-5L) 

が比較検討された。また、患者特性と⊿LSA および⊿EQ-5D-5L と

の関係についても検討された。 

・ 身体的機能は、（LSA; 前: 94.9 ± 20.5 点、後: 81.8 ± 18.9 点、p = 

0.004）、心理的機能は、（EQ-5D-5L; 前: 0.9 ± 0.1、後: 0.8 ± 0.1 点、p 

= 0.009）で低下を認めた。 

・ ⊿LSA は、Body Mass Index (BMI) と正相関（r = 0.52, p < 0.05）を、ま

た、等尺性膝伸展筋力と宣言前LSA に負相関関係（r = −0.55, p < 

0.05; r = −0.52, p < 0.05）を示した。 

・ COVID-19 による緊急事態宣言が、心血管疾患患者の身体的およ

び心理的機能に影響を及ぼすことを示した。また、緊急事態宣言前

後で、身体的機能や身体活動が保たれた（肥満ではない）心血管疾

患患者が、活動を控える傾向にあった。 


